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　　　　　干渉．色による膜厚の測定

　　　　　　　　　　　　安　　野　　惟　　夫＊

　反射防止，膜千渉7イルターまたは位相差顯微鏡等の

製作は，ガ・・の上に光の波長徽の轍・非蠣噸を

つけて行わnる．その膜厚のもつとも簡靴測定法は反

身胱の干渉色によ・ものであるが，繊につ・・ては實測

された儲激い．そこで細は種々の厚さに膿つけ
た鋤の試料・・つ・・てその・pti・・1・・hi・k・・ssを「くり

かえし反射．1・tv法1，」V…sける干渉縞のズ・で骸剛

定してt，　e，購に試料轍人の人に見せ色tEmsで言

つてもらつて，色の舗醇・襯嘩戴る表2’から

。pti・・1　thi・㎞・ssを求めその差をだしてみた・

　試料は「くりかえし反射干渉法」によV測定し得るた

めt．．ガ。スの上に第1圖〔・）のよ5　r・9FA・・ms““　°su膜

（A），1司一の給属1搬（B）i…XびAg嚇膜（C）砂

しつつずらして藁空中で蒸着し，隔の銀膜（C）の上に同

様励ラ水銀の膜をつけ鰺照面を仙’てこ゜kめに
生ずる干渉縞（第1圖（b）のプレを測定し，干渉色の判

噺は（II）のところで行つた・
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　　　　　　第1圖實瞼の方法
第2蹴そのtvmを示したもので，縦の賞線群がその

差の分布範園を示し，その上の黙が差の準均値を示して

いるが，貼線は色彩諭から現論的に計算された目測の精

度を興える画線（色感度2）の逆殿の曲線）で（nd）＝

260mμ（第一次鏡敏色）附近で最初のminを示し・－

PtEしてから再び減るのは（ndi－520叫附近に第二次

の鏡敏色があるからである・

色朔噺とv・うものは今までは人r・よつてずV’Ptkn

、、，したがつて鞭測定などr・は用v・ら繍ものではな

いと考えらOていたが，・の結果Ptら見ると一理諭か

郎技術騎究生e千代田光學工業依託）．　s＊ここではZnSを用u・t：．
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　　　　　　第2圖誤差の分布

ら豫想さnる抑一用い方によつて1：nltV’の臓破

用になるもので，鏡敏色すなわち厚さの墾化に甥する色

の憂化のいちじるしいところの附近では，測定精度は

士5～10mμにも淫する．「くりかえし反射干渉法」では

干渉縞を顯微鏡窩眞にとリコンパレーターでそのズレを

1／1000mmまで測れば，数mμの精度を得ることがで

きるが，試料はこの實験で行ったようにその上ヘー々銀

膜を蒸着する必要がある．マイケルソン千渉計によれば

そのまま測れる粁渉縞が鍬ないため，測定精度は

＿S；眞r．とり・ンパレづ一で測つても一1／20波長

すなわち25mμを超えることは困難である．いずれの

方法でも一たん排氣鍾外に取出し測臓置［擁七・トす

る必要があり，また強）・軍色光源を必要とする．これに

反し色の酬はなんらの装翫肌・ず眞空の排氣鐘内に

あるまt，あるいは灘沖にでも測れて・このよう備

度燵していることはtsどろくべatとと・’えよう・

　さらにこの實瞼における測色は，軍なる口測で記憶さ

れて、、る色と比較した，測色法としてはmもP「imitive

な方法で行つたものであるから，簡翠な装置を用い色の

見本（色票）との同時比較などr・よ絶を到断するよう

　にすれば，精度はさらに向上することと期待Eれる．

　　この研究は久vePl研究室の諸氏の助力の下に行ったも

　のである．　　　　（27．2，11＞

　（1）　生産研究3（1951）衷紐および瓢裏参照

　（2）同上3（1951）94

　　　　　クーロ　ソ滴定法
　　　　　　　　　　　　　木　本　浩二

滴定騨液の要らな噺し・摘定法として近年米Pt　「・
i，、、てクー・ン滴定法（C。・i・m・t・i・tit・ati・n）1）が考

えられ，滴定分析法の新L・・分野を成した・この方法は

瀧しようとする液に滝解質，たとkU・KB・・2’・KI・3）

NaC］4｝等を加え，この液に自金電極を入れて電氣分解す

るのである．こsで電解により生威されたBrJ2，　Cl2の

よう磁化性の物質は蹄定物轍化し・この酸化反ts・

の絡黙を電位差法または蹟散電流測定法にょり指示させ

る．こうして酸化滴定反慮の富最黙に至る．までに要した

電解電氣量を測定し，これより被滴定物量を計算するの

である．また被滴定物が電解電趣上で反慮するような揚

合は，電解部を滴定系とは別につけ，電解によV生成さ
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